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１日　産業団地整備課・廃棄物対策課およびＩＴ推進

室・水環境保全対策室の新設

１１日　敦賀警察署神宮前警部交番が移転

２２日　総合運動公園野球場リニューアルオープン

１日　敦賀消防署気比分遣所庁舎が移転

１９日　遠山文部科学大臣が来敦

２２日　敦賀市環境審議会が、敦賀発電所3、４号機増

設計画に係る環境影響評価準備書に対する意見

を市長に答申。同日、市長は知事に対して意見

書を提出

２４日　敦賀市が県警察本部長より「賛辞（状）」を受

ける（死亡事故ゼロ連続２００日達成）

２４日　産業団地整備計画策定

２９日　敦賀いきいき生涯大学院入学式（入学生９５人）

５日　アクアトム（敦賀サンエンスセンター）が開館

１０日　敦賀市水防訓練（古田刈公園ほか）

２１日　文化課分室整備（埋蔵文化財展示室の公開）

この１年を振り返る

（主な行事、事業）

１日　きらめいて、つるが　センチュリー・カウントダ

ウン２１　　　

７日　敦賀消防団出初式

７日　第５２回敦賀市成人式（新成人８２８人）

１５日　 6敦賀市シルバー人材センターが元粟野公民館へ

移転

１６日　日本原電!が敦賀発電所３、４号機増設計画に係

る環境影響評価準備書を市長に提出

１７日　敦賀市雪害対策本部を設置（最大積雪深９５ｃｍ）

４日　敦賀市黒河農村ふれあい会館落成式

１８日　敦賀西町の綱引き（１月第３日曜日が雪のため２

月に延期）

１９日　敦賀市ＩＴ講習会が始まる

２８日　つるが大使「大和田伸也さん」が敦賀高校で講演

９日　敦賀市役所がＩＳＯ１４００１の認証を取得

２６日　第３５回姉妹都市親善友好少年交歓研修生が来敦

（～２８日）

３０日　敦賀市都市計画用途地域変更（見直し）

３０日　花換まつり（～４月１５日）雪害対策本部を設置

センチュリーカウントダウン

ＩＴ講習会

いきいき生涯大学院入学式

気比分遣所、新築移転

総合運動公園野球場リニューアルオープン

水防訓練
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１０日　「建造物　永賞寺九重塔　石造九重塔１基」

を市文化財に指定

１７日　近畿自動車道敦賀線サミット

１９日　つるが大使「吉田浩之さん」が粟野中学校で

講演

２０日　つるがポートフェア２００１（～２１日）

２１日　第２２回敦賀マラソン大会

２３日　敦賀の教育を考えるシンポジウム（２５日、

３０日）

２６日　中国浙江省台州市友好使節団が来敦（～２９

日、バドミントン親善試合　２８日）

３０日　第４７回菊花大会＆ガーデニングフェア（～

１１月４日）

２日　全日本卓球選手権　カデットの部（総合運動

公園）

５日　河野資源エネルギー庁長官が来敦

６日　韓国・東海市児童親善使節団が来敦（～９日）

１２日　中国浙江省台州市との姉妹都市提携調印式お

よび桜の苗木植樹式（～１５日　台州市）

１８日　第３回敦賀ふぐまつり

２７日　敦賀港外国貿易定期コンテナ航路がコンテナ

取扱量１０，０００本を達成し、記念訪船

５日　第６回つるが第九演奏会

２日　外国貿易定期コンテナ航路の増便（敦賀港～釜山港

間１便増）

１０日　海開き式

１２日　韓国東海市との姉妹都市盟約締結２０周年「敦賀市

民の船」（～１５日）

１８日　「古文書　敦賀酒屋仲間文書８５点」を市文化財に

指定

１９日　敦賀サマーフェスティバル２００１（～２２日）

２９日　参議院議員通常選挙

２日　ナホトカ市児童親善使節団が来敦（～９日）

７日　全国学童水泳大会（総合運動公園）

１６日　第５２回とうろう流しと大花火大会

２８日　中国浙江省台州市政府友好使節団が市長を表敬訪問

２８日　敦賀高校熊谷史子選手が世界ユース７位（７月１３

日）、インターハイ優勝（８月６日）を市長に報告

１日　敦賀市防災総合訓練（松島中央公園ほか）

１日　敦賀まつり（～４日）

９日　市町村合併シンポジウム

１３日　原子力発電所に対するテロ行為等防護対策の強化を

国に要請

２７日　敦賀歴史浪漫２００１（～３０日）

２８日　敦賀市水道水源保護条例公布

３０日　杉原千畝生誕１００周年「日本･リトアニア友好交

流祭」（～１０月４日　リトアニア）

敦賀市民の船

サマーフェスティバル２００１

熊谷史子選手、インターハイ優勝報告 防災総合訓練

菊花大会＆ガーデニングフェア

ポートフェア２００１

台州市友好使節団が来敦
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問
合
せ

総
務
部
総
務
課
　
行
政
改
革
推
進
本
部

1

22
・
８
１
０
２
　
6

22
・
６
２
２
０

市
民
電
子
会
議

「
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

第１回目の会議テーマは「行政改革」
現在、国では中央省庁の再編が終わり、特殊法人等の整理

合理化など行政改革に積極的に取り組んでいます。

しかし、みなさんが受ける行政サービスは、その多くが地

方公共団体の仕事ですから、敦賀市においても新しい時代に

ふさわしい行政の運営に取り組んでいく必要があります。

そこで、今年度策定する第３次行政改革大綱に市民のみな

さんからの意見や行政サービスに対する意見を反映させるた

め、「行政改革」をテーマに市民電子会議「フォーラムTon21」

を試行的に運営します。

会議では、改革大綱（案）に対する意見だけでなく、市民

生活に直結した身近な事柄についても議論していただければ

と考えています。

テーマ「行政改革」の運営期間は、１２月１０日 B から

１月１５日 C までです。多くのみなさんのご参加をお待ち

しています。

こ
の
会
議
は
あ
く
ま
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
も
の
で
す
。

ま
だ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
方
で
、「
行
政
改
革
に
言
い
た
い
、
知
り
た

い
。」
と
い
う
方
に
は
、
行
政
改
革
大
綱
（
案
）

を
総
務
課
の
行
政
改
革
推
進
本
部
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
21
（
市
民
提
案
箱
）
や
フ

ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
み
な
さ
ん
の
発
言
を
受
け
付
け

し
、
本
部
で
投
稿
・
掲
載
し
ま
す
。
こ
の
方
法
で

も
ど
ん
ど
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
行
政
改
革
の
中
で
、
市
民
電
子
会
議
「
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
を
積
極
的
に
進
め
、
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
市
民
電
子
会
議
「
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
と
は
、
身
近

な
生
活
の
話
題
か
ら
行
政
や
地
球
環
境
の
話
題
に
至
る
ま
で
、

様
々
な
意
見
や
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
が
交
換
し
あ
う
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
会
議
の
こ
と
で
す
。

電
子
会
議
の
利
点
は
、
従
来
の
会
議
の
よ
う
に
時
間
や
場
所
な

ど
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
意
見
交
換
や
議
論
が
で
き
る
こ
と
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
け
る
こ
と
で
す
。

会
議
と
い
っ
て
も
ま
っ
た
く
堅
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
自
分
の
考
え
を
、
自
分
の
言
葉
で
飾
ら
ず
に
発
言

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。（
誹
謗
中
傷
や
個
人
攻
撃
を
し
な
い
な
ど
、

一
定
の
ル
ー
ル
は
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
･
･
･
）
井
戸
端
会

議
に
似
た
雰
囲
気
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
あ
、
家
に
い
な
が
ら
会
議
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

ど
う
や
っ
て
参
加
す
る
の
？

利
用
上
の
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
読
み
、
了
承
す
れ
ば

登
録
画
面
へ

必
要
事
項
を
入
力
し
、
送
信

※
会
議
は
、
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
（
電

子
会
議
上
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
使
用

可
。
市
へ
の
登
録
は
、
実
名
。

敦
賀
市
民
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ま
ず
、
敦
賀
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
ヘ
ア
ク
セ
ス
！

後
日
、
市
か
ら
会
員
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
配
信
し
ま
す

再
び
「
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
ヘ

ア
ク
セ
ス
し
、
会
員
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
使
っ
て
、
発
言
を
投
稿

家
に
い
な
が
ら
会
議
に
出
よ
う
！

会議に投稿された発言を読むだけの場合

は、登録の必要はありません。自由に会議

の様子をご覧いただけます。

会議室の入口は

会議の様子を覗いてみよう！

ここが入口！
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路
上
駐
車
は
や
め
よ
う

除
雪
で
最
も
困
る
の
が
路
上
駐
車
で

す
。
除
雪
作
業
が
出
来
な
く
な
り
、
消

防
車
や
救
急
車
、
ご
み
収
集
車
が
入
れ

な
く
な
る
ば
か
り
か
、
マ
イ
カ
ー
利
用

者
の
通
行
に
も
大
き
な
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
。
路
上
駐
車
は
絶
対
や
め
て
く

だ
さ
い
。
万
一
、
除
雪
作
業
で
路
上

駐
車
の
車
両
が
破
損
し
て
も
一
切
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

障
害
物
に
は
表
示
を

道
路
沿
い
の
大
切
な
も
の
や
分
か
り

に
く
い
も
の
に
は
、
竹
竿
な
ど
に
赤
い

布
を
つ
け
て
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
、
車
・
車
庫
乗
り
入
れ
の
鉄
板
・

植
栽
物
・
鉢
な
ど
。

出
入
口
の
除
雪
は
自
分
で

除
雪
に
よ
り
家
や
車
庫
の
出
入
口
を
雪
で
ふ
さ

ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
早
く
、
よ
り
多
く
除

雪
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
出
入
口
は

各
自
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

道
路
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪

を
捨
て
な
い
で

除
雪
し
た
道
路
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
、
公
共
ま

す
な
ど
の
中
に
は
、
絶
対
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。
歩
行
者
や
車
の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

屋　
根　
の　
雪　
下　
ろ　
し　
は　
一　
斉　
に　

屋
根
の
雪
は
、
道
路
に
下
ろ
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
や
む
を
得
ず
道
路
に
下
ろ
す
と
き
は
、
町
内

一
斉
に
行
い
、
直
ち
に
除
排
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
防
ご
う
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
）

雪
道
で
立
ち
往
生
し
て
い
る
車
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
雪
道

に
備
え
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
　
冬
期
間
の
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
装
着
。

☆
　
道
路
情
報
や
天
気
予
報
の
確
認
。

☆
　
車
の
点
検
、
燃
料
は
満
タ
ン
。

☆
　
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
で
も
チ
ェ
ー
ン
、

ス
コ
ッ
プ
、
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
。

今
年
の
冬
の
３
カ
月
予
報
で
は
、
時
々
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
平
年

と
同
様
に
雪
ま
た
は
雨
の
日
が
多
く
、
降
雪
量
は
平
年
並
み
の
見
込
み
で
す
。

市
で
は
、
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
除
雪
路
線
１，

３
０
４
路

線
（
総
延
長
３
５
６．

８
４
km
）
が
積
雪
10
cm
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
緊
急

度
の
高
い
路
線
か
ら
除
雪
を
行
い
ま
す
。

よ
り
早
く
、
よ
り
多
く
の
除
雪
を
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
土
　
木
　
課
》
1

22
・
８
１
３
５

冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
、
所
定
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
収
集
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

除
雪
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、
ご
み
は
収

集
日
の
早
朝
、
幹
線
道
路
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
に
は
絶
対
に
駐

車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
除
雪
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
ご
み
は
、
他
の
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

《
清
掃
セ
ン
タ
ー
》
1

21
・
１
１
５
３

積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
消
防
活
動
に
重

大
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。万

一
の
火
災
に
備

え
て
、
あ
な
た
の
家

の
近
く
の
消
火
栓
・

防
火
水
槽
な
ど
消
防

水
利
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

《
敦
賀
消
防
署
》

1

23
・
４
５
１
１

※
雪
以
外
の
も
の
は
、
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

12
月

15
日
G

〜

３
月

15
日
F

円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
、
左
記
の
区
間
が
新
た
に

駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
。

除雪車で、農地や空地に道路の雪が押し出されることがありますが、ご協力をお願いします。

パソコンから
http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/

ＮＴＴドコモ（ｉモード）から
http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/i/

ａｕ（ｅｚ-ｗｅｂ）から
http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/ez/

Ｊフォン（Ｊスカイ）から
http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/j/

イ ン タ ー ネ ッ ト で 主 要
道 路 の 路 面 状 況 画 像 を
提供しています。

問合せ　福井県道路保全課

1０７７６－２０－０４７７
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シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
思
い

粟
野
会
場
（
10
月
23
日
）

●

子
育
て
の
方
針
は
、
人
に
恥
じ
な
い
行
動
を
し
、

迷
惑
を
か
け
な
い
大
人
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
し
つ
け
が
大
事
。
法
の
前
に
道
徳
が
あ

る
。
小
学
３
、
４
年
生
ま
で
が
道
徳
性
を
育
て
る

分
か
れ
目
で
あ
ろ
う
。

●

危
機
的
な
意
識
を
持
っ
て
、
み
ん
な
が
同
じ
方

向
を
向
く
こ
と
が
大
切
だ
。

家
庭
で
は
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
、
と
き
ち
ん
と

言
う
こ
と
。

教
師
は
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
目
標
を
持
た

せ
て
立
ち
向
か
わ
せ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

●

自
分
の
た
め
に
、
後
で
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う

に
生
き
た
い
。
自
分
が
、
教
育
の
怖
さ
や
難
し
さ

を
感
じ
て
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
難
問
に
対

し
て
、
自
分
か
ら
こ
と
を
起
こ
し
た
ら
解
決
で
き

る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●

あ
ま
り
に
も
便
利
に
な
り
す
ぎ
た
社
会
。
反
面
、

人
と
し
て
大
切
な
優
し
さ
、
思
い
や
り
が
ど
こ
か

へ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
教
育
問

題
に
対
し
て
、
大
人
の
改
め
る
と
こ
ろ
を
改
め
な

け
れ
ば
効
果
は
な
い
。

松
陵
会
場
（
10
月
25
日
）

■

快
適
に
生
活
で
き
な
い
家
庭
で
は
、
誰
も
健
や

か
に
育
た
な
い
。
子
の
好
き
な
の
は
親
で
あ
り
、

戻
る
と
こ
ろ
は
親
で
あ
る
。

子
ど
も
の
前
で
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
。

子
は
親
を
信
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
う
わ
さ
話
は

真
実
と
違
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
確
認
が
大
切
だ

ろ
う
。

■

会
社
設
立
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、「
君
は
、

そ
の
道
な
ら
成
功
す
る
」
と
い
っ
て
く
れ
た
先
生

の
言
葉
。
人
を
育
て
る
に
は
、
そ
の
人
の
良
い
と

こ
ろ
を
認
め
る
こ
と
。
話
を
し
っ
か
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
は
、
一
対
一
で
話
す
こ
と
。

■

不
易
の
部
分
ま
で
失
い
が
ち
に
な
っ
て
い
る
社

会
や
家
庭
。
大
人
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
社
会
は
、
道
行
く
子
た
ち
へ
の
息
の
長
い

見
守
り
と
声
か
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

■

来
年
度
か
ら
学
校
で
目
指
す
教
育
は
、「
生
き
る

力
」
の
育
成
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
地
域
や
保

護
者
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
、
能
力
な
ど
も
提

供
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
地
域
か
ら
の
発
信
も
大

切
だ
ろ
う
。

朝
食
抜
き
で
登
校
す
る
子
や
、
親
離
れ
が
で
き

な
い
子
が
い
る
。

気
比
・
角
鹿
会
場
（
10
月
30
日
）

◆

保
護
者
や
地
域
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
家
庭

で
や
る
べ
き
部
分
を
学
校
に
任
せ
て
い
る
節
が
多

い
の
で
は
。
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

が
見
ら
れ
る
。

大
人
の
経
験
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。

◆

学
校
は
勉
強
を
教
え
る
場
で
、
落
ち
着
い
て
学

習
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
以

外
の
こ
と
は
地
域
・
家
庭
で
行
な
う
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

親
子
で
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加

し
、
時
間
な
ど
を
費
や
し

て
い
く
こ
と
が
、
家
庭
・

地
域
の
教
育
力
の
回
復
に

つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

会
場
か
ら
の
意
見

★

若
い
母
親
が
子
育
て
の

中
で
、
孤
立
し
て
相
談
す

る
仲
間
も
い
な
い
現
実
が

あ
る
。
学
校
で
初
め
て
声

を
聞
い
て
く
れ
て
安
心
し

て
い
る
面
も
あ
る
。
母
親
を
助
け
て
い
く
団
体
や

場
が
必
要
だ
ろ
う
。

★

将
来
の
敦
賀
を
考
え
る
と
真
剣
に
話
し
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
も
大
人
視
点
の
話
し

合
い
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
子
ど
も
が
望
ん
で

い
る
こ
と
と
大
人
の
考
え
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と

思
う
。
の
び
の
び
と
学
習
が
で
き
る
環
境
を
大
人

が
理
解
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

参
加
者
の
感
想
か
ら

★

３
人
の
子
ど
も
を
持
つ
親
と
し
て
反
省
す
べ
き

点
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
か
、

少
し
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ご
く
普
通
の

こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
凄
く
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

★

こ
の
会
は
私
に
と
っ
て
直
接
関
わ
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
息
子
は
単
身
赴
任
の
中
で
、
即
ち
片
親
で

し
た
が
素
直
に
育
ち
ま
し
た
。
あ
の
頃
か
ら
見
て

今
の
子
育
て
は
大
変
難
し
い
時
代
だ
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
、
自
由
で
も
の
が
豊
か
で

あ
り
す
ぎ
る
時
代
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

に
協
力
し
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

★

参
加
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
に
驚
く
と
と

も
に
、
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
…
（
中
略
）

…

こ
の
よ
う
な
会
が
新
し
く
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
何
か
敦
賀
の
中
で
動
き
出
し
た
と
感
じ
ま
し

た
。

★

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等
で
の
企
画
（
同
時
開
催
）
だ
と
、

保
護
者
の
方
も
多
数
参
加
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
学
級
で
の
話
し

合
い
も
、
そ
の
話
題
が
中
心
と
な
る
。
今
日
の
よ

う
な
会
を
各
学
校
で
も
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

★

話
に
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
「
食
」
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
食
に
よ
る
生
命
の
大
切
さ
」
等
で
す
。

…
（
中
略
）
…

食
文
化
は
、
こ
れ
か
ら
大
切
な

教
育
の
教
材
で
は
？
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
は
、
学
力
の
育
成
と
、
基
本
的
な
集

団
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
。
自
然
に
親
し
む
活

動
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
。
健
康
や
安
全
に
つ

い
て
の
自
己
防
衛
力
を
高
め
る
こ
と
。
高
い
レ
ベ

ル
に
挑
戦
さ
せ
成
就
感
を
学
ば
せ
る
こ
と
。
子
供

の
能
力
を
限
界
ま
で
伸
ば
す
こ
と
。

家
庭
教
育
は
、
安
息
の
港
を
作
る
こ
と
。
家
族

の
絆
を
深
め
る
こ
と
。
人
と
違
う
こ
と
に
価
値
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
こ
と
。
社
会
規
範
を

身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
。
命
の
大
切
さ
を
教
え
る

こ
と
。

地
域
社
会
は
、
教
育
環
境
の
浄
化
に
努
め
る
こ

と
。
大
人
が
公
衆
道
徳
を
守
る
こ
と
。
地
域
の
ふ

れ
合
い
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
。
人
材
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

（
教
育
長
の
言
葉
よ
り
）

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
す
る
ご
感
想
を
た
く
さ
ん

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
で
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
参
考
に
し
て
、
よ
り

よ
い
方
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
1
22
・
８
１
６
２

みんなで考えよう

敦賀の教育

シンポジスト
◎敦賀健全育成市民会議副会長　　土森 純男
◎敦賀市ＰＴＡ連合会長　　慶秀 利勝
◎敦賀青年会議所理事長　　西浦　茂
◎中央小学校ＰＴＡ会長　　大久保 浩一

　家庭・学校・地域　みんなで連携して「すこやかな敦賀っ子」を育てよう！　

◎敦賀みなとライオンズクラブ会長　　小森 英宗
◎角鹿中学校ＰＴＡ会長　　桑村 英一
◎敦賀市教育委員　　吉田　勝・杉左近　正・川上　究
◎敦賀市小中学校長会長　　倉谷 義隆 （敬称略）

教育を考えるシンポジウム

敦
賀
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
？

「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連
携
の
大
切
さ
を
認
識
す
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
「
教
育
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、

粟
野
会
場
、
松
陵
会
場
、
気
比
・
角
鹿
会
場
の
３
カ
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

夜
間
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、
敦

賀
の
教
育
の
現
状
、
自
ら
の
経
験
、
未
来
像
な
ど
、
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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敦賀の環境づくりを　　みんなの手で！

「きれいな空気や水をみんなで

育み、安全で安心できる生活を

営むための足元からの環境づく

り」を目指します。

「人と自然を育む基礎となる水

のめぐりをみつめ、豊かな自然

とともに生き物とふれあえる環

境づくり」を目指します。

～ 敦賀市環境基本計画（市民会議）素案の概要 ～

環 境 目 標 と 施 策 の 方 針
環境の保全と創造のために敦賀市は以下の目標および方針

に基づき、諸施策を推進します。

「循環型社会の形成を目指し、

緑と水に彩られた美しいまちづ

くりに取り組む快適な環境づく

り」を目指します。

「この地球を子どもたちに引き

継ぐために、生活のあり方を見

直し、地球環境の保全に貢献す

る環境づくり」を目指します。

自然環境目標

生活環境目標

社会環境目標

地域環境目標

環
境
未
来
像
（
敦
賀
市
が
目
指
す
べ
き
環
境
の
姿
）

自然の営みの保全と育成
山林や地下水涵養、川・海の水辺、農
地などの里地の保全と育成に取り組み
ます。

自然とのふれあいの推進
生き物の生育環境の保全やそれらとの
ふれあいの場づくりに取り組みます。

環境負荷の低減
大気、水質、騒音・振動等の環境の負
荷の低減に取り組みます。

安全・安心な生活環境の確保
地下水の適正な利用やダイオキシン等
に対するリスクの低減に取り組みます。

資源の有効利用の推進
ごみの減量や適正処理、リサイクルに
取り組みます。

快適都市環境の確保
身近な緑や水辺と美しい街並みの創出、
歴史・文化の保存に取り組みます。

環境活動の基盤づくりの推進
環境教育など、より良い環境づくりに
向けた市民・事業者への支援に取り組
みます。

地球環境保全への対応
地球温暖化問題をはじめとする地球環
境問題に取り組みます。

敦賀市では、これからのより良い環境づくりを目指して『敦賀市環境基本計画』の策定を進め

ています。このほど市民・事業者の参画による計画策定市民会議が計画の素案をまとめました。

この計画には、環境の保全と創造に向けて市が進める施策や、市民・事業者・敦賀を訪れる来

訪者のみなさんに取り組んでいただくことが示されています。
地 域 別 環 境 目 標

市内１０地区の地域環境づくりに向けて以下の目標を掲げ、各地区の実状に応

じた取組を地区の皆さんとともに進めます。

潮の香りが似合う自然と歴史が

調和したまち

新たな敦賀に出会う活力と安ら

ぎのあるまち

笙の川の恵みを生かしたゆとり

あるまち

緑あふれる景観を育む歴史と文

化のまち

美しい海と豊かな山林を育む自

然交流のまち

海と山の彩りと人の営みが調和

した環境創造のまち

山と水の恵みにつつまれ悠久の

歴史に出会う里のまち

街の賑わいと里の潤いが調和し

た水と緑あふれるまち

四季折々の自然の彩りと身近な

生き物にふれあえるまち

野坂山と黒河川の恵みを見つめ

人々の安らぎを育むまち

取り組みの成果や結果については、１０年後（平成

２４年）を目標年次とした目標値を設定して、進行状

況を把握していきます。（以下は本計画で挙げた目標

値の一部です）

○ビ
※

オトープ数：３ヶ所以上〔０ヶ所〕

○河川・地下水質の監視：すべての調査地点で環境基

準の９０％値を達成します〔一部未達成〕

○生活排水処理率：６５％〔５８％〕

○一日一人当たりごみ排出量：７５３ｇ〔１,１０６ｇ〕

○一人当たり都市公園面積：２５h／人

（目標年次＝平成２７年）〔２１.４h／人〕

○ＩＳＯ１４００１認証取得企業数：３０社〔１１社〕

○一人当たり二酸化炭素排出量：１.２ｔ〔１.４ｔ〕

〔 〕内は現状値

主体別環境目標
行政・市民・事業者・来訪者の各

主体の行動目標を掲げ、自主的な取

組を進めます。

行　政：環境施策の計画的実践とパー

トナーシップづくり

市　民：環境に配慮した生活の実践と

地域環境づくり

事業者：事業活動に伴う環境負荷の低

減と環境管理の基盤づくり

来訪者：環境保全活動への参加と環境

配慮に対する意識の高揚

環
境
未
来
像
の
実
現
に
向
け
て

北 地 区

東郷地区

東浦地区

西浦地区

松原地区

西 地 区

南 地 区

粟野地区

中郷地区

愛発地区

※ ビオトープ・・・「生物の生息空間」を意味する合成語。ここでは人と自然がふれあえる場の
創出、生物のネットワーク形成などのために整備するものをいいます。
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「水」を守る

「資源」を大事に使う

～ 素案に対するご意見をお聞かせください ～

敦賀市環境基本計画（市民会議）素案を下記の場所で公表して

います。

また、公表期間中みなさんのご意見を募集しています。ご意見

は郵送、ファックス、電子メールのいずれかでお寄せください。

◆公表・意見募集　１２月１９日 dまで

◆公　表　場　所　敦賀市役所（生活環境課）および各公民館

水利用の適正

化に向けた具

体的な取組

地下水涵養に

向けた具体的

な取組

敦賀市の豊かな水環境（地下水、河川水など）の保全に向けては、

地下水涵養、水質保全、水利用の適正化について重点的に進め、みん

なが水の恵みを享受し、誇りに思える水環境づくりに取り組みます。

ごみの減量化と

再利用に向けた

具体的な取組

ごみ・廃棄物やエネルギー問題などの資源利用に係る対策に向け

ては、ごみ排出量の低減と再利用、適正処理と不法投棄防止、さら

に省資源・省エネルギー型生活様式の確立を重点的に進め、資源を

大事に使う社会づくりに取り組みます。

ごみの適正処理

に向けた具体的

な取組

省資源・省エネ

に向けた具体的

な取組

●学校における環境保全の自主的な取組の支援

●環境教育講座、講習会等の開催

●事業者の環境配慮を促進する融資・補助制度の

整備　など

「人」を育てる

環境保全活動の実践に向けては、環境に対する意識や知識の向上が不可欠であり、環境学習・教

育による意識啓発、豊かな自然とのふれあいによる環境意識の醸成、共通認識を育む情報提供を重

点的に進め、みんなが協力し環境づくりを進める基盤となる人づくりに取り組みます。

環境意識・知識

向上に向けた具

体的な取組

自然とのふれあ

いに向けた具体

的な取組

情報提供に向け

た具体的な取組

水質保全に向

けた具体的な

取組

３３つつのの重重点点施施策策
敦賀市の環境保全を進める上において、特に重要であり優先的に取り組

む必要がある事項を重点施策として設定します。
重点施策は、「水」「資源」「人」の３つをキーワードとして、比較的短期

で集中的に取り組みを推進していきます。

●ごみ減量に関する意識啓発の推進

●資源回収奨励事業の推進

●リサイクル推進のための体制の整備　など

●公共下水道の整備推進と加入促進

●生活排水浄化に関する普及・啓発

●河川・地下水の水質監視の強化　など

●地下水位観測の強化

●地下水汲み上げ量の規制・指導

●水利用に関する意識啓発　など

問合せ・意見送付先

Á９１４ー８５０１

敦賀市中央町２丁目１ー１

敦賀市役所　生活環境課

1２２－８１２１

6２２－８１６７

Ｅメール　seikatsu@ton21.ne.jp

●不法投棄防止の普及啓発と監視体制の充実

●各地区におけるクリーン作戦の支援

●適正な廃棄物処理施設の確保　など

●省エネ意識と配慮行動の普及・啓発

●太陽光発電施設導入に向けた助成

●電気自動車、ハイブリッド車などの普及など

●身近な環境の調査のための事業の推進

●水辺にふれあうためのイベントの開催

●ビオトープや都市公園・緑地の整備推進　など

●インターネットなどによる環境情報の提供

●地域環境情報の提供

●野外活動マップなどによる自然情報の提供　など

●水道水源保護条例の遵守

●農用地区域の保全

●近自然工法による河川整備・改修の推進　など

敦賀の環境づくりをみんなの手で！
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狂
犬
病
は
人
間
を
含
め
全
て
の
哺
乳
動

物
に
感
染
す
る
伝
染
病
で
、
ほ
と
ん
ど
が

死
亡
し
て
し
ま
う
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。

日
本
国
内
で
は
狂
犬
病
の
発
生
を
抑
止

で
き
て
い
ま
す
が
、
海
外
と
の
交
流
が
盛

ん
な
現
在
、
い
つ
、
ど
ん
な
形
で
侵
入
し

て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
狂
犬
病
の
発

生
を
継
続
し
て
抑
制
し
て
い
く
た
め
に
も

予
防
注
射
の
必
要
性
を
認
識
し
て
く
だ
さ

い
。登

録
は
生
涯
１
回
！

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
！

犬
を
散
歩
に
連
れ
て
い
く
時
に
ト
イ
レ

を
さ
せ
る
こ
と
が
当
然
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
く
い
ま
す
。
散
歩
は
、
犬
に
と
っ
て

運
動
や
ス
ト
レ
ス
解
消
で
あ
っ
て
、
ト
イ

レ
を
す
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ト
イ
レ
は
家
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ生

活
環
境
課
　
1

22
・
８
１
２
１

金ヶ崎町 土山　健治　123ー4571
港　町　塩谷佐智子　122ー0955
栄新町　平吹　和子　122ー4334
曙町・天筒町 中村　順子　122ー0615
桜町･蓬莱町 神谷　明子　122ー2436
元　町　冨田かよ子　122ー0218
元　町　杉島　冨子　123ー1828
相生町　山本みゆき　123ー0023
相生町　山田　友惠　123ー0915
神楽１・２ 宮内由美子　122ー0906
角鹿町　矢尾美惠子　123ー0089
江良・五幡・挙野

濱野　正己　128ー1208
鞠山・田結・赤崎

山本　壽男　123ー2042
阿　曽　堀居幸代子　128ー1025
杉　津　橋本　　勝　128ー1415
横　浜　山本　定治　128ー1424
大比田・元比田 田代　幸栄　128ー1039
主任児童委員 中川　和子　123ー2444

舞崎町 ・木ノ芽町・若泉町
奥田　英吉　122ー3230

舞崎２　幸光　照美　122ー4658
清水１　鹿山八重子　122ー1531
清水１　通自　健一　122ー1178
清水２　大野惠美子　122ー2686
本町１　濱本　弘志　122ー3219
本町１　廣畑　和子　124ー3505
本町２　浜田富美子　122ー4439
白銀町　土森　純男　122ー1209
鉄輪１・２ 関塚　外次　122ー4048
東洋町　平野　伸治　125ー0999
東洋町　塚田　武夫　125ー1708
津内３　高橋　英子　122ー5127
新保・葉原 石原　敬子　125ー1291
田尻・越坂・獺河内

屋敷　　昭　125ー3139
谷口・川北・樫曲・深山寺・池河内

弘橋　妙子　123ー6142
余座・大蔵・河原町・藤ヶ丘町

桐畑　民雄　123ー3479
中・井川 中原みどり　122ー3289
谷・高野・泉ヶ丘町

平山　直樹　122ー2947
主任児童委員 矢部　正美　122ー2339

津内１　岡田　節子　122・0303
津内２　田保　芳子　125・7278

川崎町　井上　正司　125・2526
松栄町・結城町 小畑　泰浄　122ー0647
松栄町　青池吉三郎　123ー8552
結城町　北村　茂雄　122ー5955
三島１　橋本　清子　122ー0366
三島１　岸本紀代子　122ー4371
三島２　野津　昇造　122ー4096
三島２ k野　邦男　122ー3218
三島３　田中　忠明　123ー5387
開　町　岸　富美子　122ー2321
昭和１　藤井　　敬　122ー2879
昭和２　上坂　和枝　122ー3699
呉竹１・２ 池田　和枝　123ー0564
呉竹１・２ 奥村　　務　122ー3742
中央１・２ 寺元　一雄　122ー5103
中央１・２ 岡本　啓子　124ー3060
主任児童委員 下野　郁尚　123ー5666

松島町　竹中　　進　123ー4529
松島町　久我　京子　122ー0465
松島２　瞿曇　知子　122ー5985
鋳物師　竹中　巖夫　122ー0198
新松島　水野　之夫　123ー8075
松原町　江口　智志　123ー3504
松原町　高木　洋子　122ー1159
松葉町　長谷　敦子　122ー9302
松葉町　松井　京子　125ー1895
松葉町　綿田　　實　122ー1848
松葉町　松永　秀雄　124ー0015
櫛　川　増田　繁子　122ー2723
櫛　川　高岸　　学　122ー5458
櫛　川　村浪　幸代　125ー2510
櫛川２　奥川　惠司　123ー8188
原・永大町 松島　淑子　123ー0408
平和町　打它　明子　123ー3108
平和町　山口美代子　123ー2235
木　崎　川端　　巖　125ー4150
木　崎　山田　孝子　125ー0782
呉羽町　h山　　明　121ー5635
沓　見　佐本　總子　125ー5375
二村・名子・縄間・常宮・沓・白木１･２

古長　哲人　123ー3914
手・色・浦底・明神町・立石

北野　一年　126ー1647
主任児童委員 稲倉　文子　122ー5834
主任児童委員 山田　昭子　124ー2482

長沢・布田町 上田　静夫　123ー5315
長沢・布田町 岡垣三喜夫　123ー3754
岡山１・２ 松山　雅男　125ー0563
古田刈　橋本ひろみ　124ー3468

古田刈　山本　辰枝　125ー0746
山　泉　加藤　秀雄　123ー6904
山　泉　道本　一男　123ー7450

堂　　松永　敏夫　124ー0279
坂ノ下・吉河 奥田　秀雄　123ー5516
道ノ口・鳩原・衣掛町

美尾谷信義　123ー1718
小河口・小河 本田　正雄　127ー1292
市橋・疋田 岸本　幸子　127ー1168
追分・深坂・駄口・山中

篠原　悦子　127ー1412
奧野・曽々木・麻生口

谷川　豊治　127ー1240
奥麻生・新道 品川　　修　127ー1450
刀根・杉箸 小杉　正幸　127ー1462
主任児童委員 松永　慶治　127ー1418

野　神　中島　敬之　123ー1793
野　神　一瀬美代子　125ー3305
若葉町　藤田　孝治　123ー8066
若葉町　大野　隆利　125ー0177
若葉町　加藤　鋭史　122ー4779
櫛　林　雁子　修一　125ー3221
市野々１ 上田　久男　123ー0027
市野々２ 鶴田　利忠　125ー3345
莇生野　大竹　順子　123ー6297
萩野町　伊藤ちづ子　125ー6164
萩野町　藤井　　静　123ー6750
金　山　寺野　一實　125ー7713

関　　大道　末治　123ー6827
野　坂　片山　正善　123ー3721
野　坂　柴田美佐子　123ー1375

沢　　谷　　　繁　122ー2007
桜ヶ丘　宮迫　孝治　123ー8033
桜ヶ丘　澤　　力男　123ー4723
ひばりヶ丘 池宮　久子　123ー5854
ひばりヶ丘 山下　郁子　123ー0967
和久野　菊澤　　薫　123ー8132
和久野　元田登美江　125ー0947
新和１　武長　綾子　123ー2347
新和１　岩田　　昭　123ー7599
新和２　辻本　　彰　125ー4806
公文名・みどりヶ丘町

上山　栄治　123ー7578
公文名・みどりヶ丘町

有川香代子　125ー2575
公文名・みどりヶ丘町

中谷　誠一　125ー1758
長　谷　正本　克司　123ー8316
砂流・御名 辻子　幸一　125ー1209

山　　山本　義昌　125ー1885
主任児童委員 高木　　昭　123ー0966
主任児童委員 前畠　佳子　125ー6751

みなさんの暮らしについて、親身になって相談を受けたり家庭訪問を行うなど、これから３カ年にわたり活動
していただく、新しい民生委員・児童委員が決まりました。困ったときには、気軽にご相談ください。

平成１３年１２月１日現在（敬称略） 問合せ　社会福祉課　1２２ー８１２３

はは
ああ
なな
たた
のの

パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
でで
すす

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
代
に
お
い
て
、
犬
は

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
ペ
ッ
ト
と
い
う
よ
り
も
家
族
の

一
員
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

犬
と
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
子
育
て
と
同
じ
よ
う

に
、
家
庭
や
地
域
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
し
つ
け
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

啓発用看板

子
犬
を
譲
り
た
い
方
は
、
生
後
30
日

か
ら
60
日
で
離
乳
が
終
わ
っ
た
ら
、
子

犬
の
写
真
を
持
っ
て
二
州
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
犬
登
録
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
と
、

希
望
す
る
方
に
写
真
を
見
て
も
ら
え
ま

す
。
生
後
90
日
ま
で
有
効
で
す
。

ま
た
、
子
犬
を
希
望
す
る
方
は
二
州

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
い
た
だ

き
、
里
親
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
書
類
審
査
後
、
里
親
登
録
カ

ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
登
録
費
用
は
無

料
で
す
。

子
犬
登
録
カ
ー
ド
を
見
て
、
希
望
す

る
犬
が
い
た
ら
直
接
飼
い
主
さ
ん
と
交

渉
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ま
れ
た
犬
も
、
一
部
で
す
が
希

望
者
に
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
活
衛
生
課
　
1
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・
３
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